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第 ６ ７ 回 生 学 年 通 信  

  

「 題 名 募 集 中 ！ 」  
 

あ の 噂 は 真 実 だ っ た … ：  

い き な り 怒 濤 の 連 続 行 事 号  第 １ 号        ５ .８ .２ ０ １ ２  

 

天気に恵まれた４月９日の入学式から、行事がつ

づきました。新入生が学校に早くなじむようにと

２・３年生の先輩が優しく、朗らかに接していまし

た。６７回生は心地よい緊張感の中、一人ひとりが

高校生活のスタートを切りました。 

 

各行事の際、先輩達の前であいさつをしてくれた

６７回生の代表３名の感想です。 

入学式の時の思い出 

K. S.  

入学式の新入生代表の言葉を作る時いろいろな

ことを考えていましたが、学校目標である質素剛

健、自重自治をとくに大切にしたいと思い代表の

言葉を作っていきました。代表の言葉を読む番が

来るまでは、凄く緊張しましたが読む段階に入る

と緊張がほぐれ、一つ一つの言葉に力を込めて読

み上げることが出来ました。また、校長先生のお

話で、自由には２つの意味があるという事を聞き、

「これからの学校生活、自由の意味をはきちがえ

ないようにし

て、一つ一つ

のことに対し

て、自ら責任

を持って行動

しよう」と思

いました。 

それが、僕が代表のあいさつで大切にしたかっ

た、自重自治の精神に基づくものだと思います。 

対面式を振り返って 

M. H. 

私達は４月１０日の対面式で、初めて先輩と顔

を合わせました。兵庫高校の先輩はどんな人達な

のか、少し緊張しながら体育館に入りました。 

私たちが体育館に入った時には先輩も近くの人

たちと話

していて、

ざわつい

ていまし

た。しか

し、司会

者が話し

始めると

全員が話

をやめ、司会者の話を聞き始めたので「すごいな

ぁ。これが兵庫高校では普通で、当然のことなん

だ。」と思いました。そして、「自分たちもこうな

らないといけないんだな。」と思いました。 

不安だった新入生代表の挨拶も無事に終え、兵

庫高校の伝統を感じることのできた対面式でした。 

歓迎遠足を終えて 

W. F. 

今回の歓迎遠足は私たち 67 回生にとって、最

初の学校行事でした。まだ入学して一週間も経っ

ていなかったこともあり、始まる前は少なからず

不安もありました。 
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しかし、いざ歓迎遠足が始まってみると、そん

な不安はどこへやら、とても楽しい時間を過ごす

ことができました。 

クラスアワ

ーでは、クラ

スのみんなと

たくさん遊ん

で、より仲が

深まったと思

います。これ

から3年間、高校生活を共にする仲間なので、も

っとみんなと仲良くなりたいです。 

2・3年の先輩との縦割り班での活動も、先輩が

気さくに話しかけてくださったお陰で、思ってい

たよりもずっと打ち解けられました。 

この歓迎遠足で、兵庫高校の魅力を改めて感じま

した。明るくいきいきとした素晴らしい環境のな

かで、高校生活を送れることを嬉しく思います。 

よい高校生活を過ごすためにも、まだまだこれ

からですが、毎日を大切に頑張りたいです。 

 

 

「WE  CAN  FLY!!」 

N. K. 

私たち１年１組がやることになった劇の演目は

『ピーターパン』。その劇は希望者のみの参加では

あるが、私たち１組はほとんどが参加した。１組

のメンバーはとても個性的で、１人１人キャラが

違う。だがその分、団結力は強かった。劇の練習

中など、揉めてつまづくこともあったが、みんな

で私たちの個性をよく取り入れた内容になるよう、

納得いくまで話し合った。 

本番、私たちの『ピーターパン』はお客さんの

反応もとても良く、最高の出来となった。 

この結果がどうなっても、私は１組が１番だと思

っている。 

これから先、さまざまな壁にぶち当たるだろう。

だが、どんな困難な目にあっても、このクラスだ

ったらピーターパンのようにともに飛べると信じ

ている。 

１年２組として 

K. S. 

この文化祭を通して得られたものは、まず何よ

りクラスの絆だと思います。 

1 年クラス参加で、2 組は美女と野獣をテーマ

にした劇をしました。劇をするという事は思った

よりも大変で、台本や衣装まで全て自分たちでつ

くらなけれ

ばなりませ

んでした。

みんな部活

や用事のあ

るなか、一

生懸命取り

かかり、土

日も毎日作

業が続きま

した。 

しかし、

そんなハー

ドな作業を乗り越えたからこそ、より一層クラス

のみんなを知ることができ、 ”１年２組”という絆

がとても深まったと思います。 

まだ兵庫高校に入学して1カ月も経っていませ

んが、とても賑やかで愉快なクラスになりました。

僕はこんな楽しいクラスの会長であることを誇り

に思います。今回の文化祭で得られたものを活か

して、これからの行事も頑張っていきたいです。 

『ハリーポッターどーするぅぅぅ⁉』 

Y. K. 

 私たち３組の寸劇のテーマは、ハリーポッター。

実行委員の方が考えた「爆弾」のテーマを私は引

いてしまったらしい。 

あんなに長い話をどのように寸劇にまとめるか、

クラス全員で話し合った。けれども、まだ慣れな
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いメンバーでの話し合いは、なかなか進まなかっ

た。そんな無言の話し合いに、文化祭までに仕上

げられるか、誰もが不安を抱いたと思う。 

しかし、みんなが打ち解けていくにつれ、たく

さんの人の豊富な意見をストーリーに取り入れる

ことができるようになった。一度決めた台本も何

度も何度も考え直し、最高の作品にするように努

めた。 

そして、迎えた本番。舞台に立っているクラス

メイトを、茶幕の裏から、３組持ち前の団結力と

明るさでサポートした。終わったとき、思わず笑

みがこぼれた。 

こんなに難しいテーマ、だからこそできる、友

情、悩み、思い出。愉快で素敵な仲間とこれから

たくさんの思い出を創り上げていきたい。 

 

「質素剛健」「自重自治」 

Y. K. 

今回の文化祭は、私が兵庫高校に入

学して初めての文化祭でした。兵庫高

校という所は「質素剛健」「自重自治」

の精神を大切にしているところだと聞

いていたし、実際に今回の文化祭で実

感しました。 

私はクラスの会長をしているのです

が、自分が中心となってクラスをまと

めることができるのかとても不安でした。しかし、

さすが兵庫高校。一人一人が着々と準備を進めて

くれました。 

私は部活の都合で劇に参加することができず、

副会長やクラスの皆に任せっぱなしになってしま

いました。でも文句一つなく協力して、素敵な作

品を作ってくれてすごく嬉しかったです。 

この文化祭を作ってくださった部門長の皆さま、

先生方、先輩方、クラスの皆さん、そして今回の

文化祭に来てくださったお客様、本当にありがと

うございました!! 

来年の文化祭も楽しみです! 

「幸せの五つ星」 

I. K. 

私たち5組はパイレーツ・オブ・カリビアンと

いう題目で劇をさせて頂いたのですが、予想以上

に客席が埋まり感激でした。「声が小さく聞こえ

にくかった」という感想も頂きましたが、それと

同時に「楽しかった。面白かった」と言っていた

だき、私たちも頑張ったかいがあります！ 

自分たちで作り上げていく劇は好き勝手できる

面も多く、また悩まされる面もそれ以上に多かっ

たですが、それを乗り越え5組の結束力が強まっ

たように思います。 

クラスの皆。劇を成功させることが出来たのは、

忙しい中皆が協力してくれたお陰です。本当にあ

りがとう！連絡の不手際が多く

すみませんでした。迷惑をかけ

ることも多くてうんざりしたと

思いますが、それでも最後には

皆の笑顔が見れて本当に励みに

なりました！こんな変な会長で

すが、できる限り楽しい学校生

活が送れるようにフォローして

いくのでよろしくお願いします。 

これからも全力で楽しんでい

きましょう！！ 

 

「高校初の文化祭」 

T. N. 

 クラスの会長となった自分は文化祭の連絡や準

備で少しながら不安や心配だらけでした。けども

意外とクラスの皆も協力してくれ入学してから初

めてクラスで団結した所をみれたような気がしま

す。「白雪姫」という劇の準備などにより困惑や不

具合がいろいろとありながらも協力しクラスのお

かげで楽しく出来ました。 

白雪姫と魔女と王子の三役に力を入れた内容で

特にモノマネが多い劇でした。劇の練習でもいつ

も以上の面白さで順調に進みました。 
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文化祭当日の出演の時白雪姫の衣装が行方不明

という事態に見舞われ、気持ちが落ち着かないま

ま出演でした。けれど多少すべったところもあり

ながらもそれも劇の面白みであり順位など関係な

く大成功だと思います。 

この文化祭を機に少しでもクラスの親交が深ま

ったりクラスのみんなが六組であることがよかっ

たと思えたなら幸いです。 

ちなみに自分はよかったと思います。 

 

3年間のスタート！ 

E. H. 

 兵庫高校生としての初めての文化祭。入学直後

劇をすると聞いたときは驚いた。なにしろ出会っ

たばかりの人達とたった2週間で完成させなけれ

ばならなかったからだ。会長として皆をまとめる

のは大変だった。しかし僕達はこれから3年間共

にするのだから始めは肝心だと思い、会長である

僕が弱音をはくことは許されなかった。皆の協力

もあり7組だけの「シンデレラ」が完成した。 

 文化祭当日、両日とも屋台や講堂部門等大いに

楽しめた。そして一般祭での劇。予想していたよ

り観客が多く嬉しかったがちゃんと笑ってくれる

か不安だった。だが思ったよりウケて舞台は無事

終了した。 

 この文化祭を通してクラスの皆をよく知り団結

力を深めることができた。初め乗り気ではなかっ

た劇だが、それらを企画運営してくださった実行

委員の方々には感謝している。これからもこのよ

うな機会は何度もあるので皆で協力して良いもの

を作っていきたい。 

 

 

５月 ９日(水) 放課後－定期戦壮行会 

  １０日(木) 春季定期戦［神戸高校］ 

  １９日(土) 土曜教室① 

  ２５日(金) 中間考査(～30日まで) 

        ＰＴＡ総会 

６月 ４日(月) 全校集会・短縮授業 

   ８日(金) 代休（４月２８日分） 

  １３日(水) 午後－歌舞伎鑑賞 

  １５日(金) 全校読書会 

  １６日(土) 土曜教室② 

  ２１日(木) 生徒会長選挙 

  ３０日(土) 土曜教室③ 

 

［その３］中間考査(ちゅうかんこうさ) 

 学期の中程で実施される定期考査。１学期は５月

下旬、２学期は１０月下旬に実施されるが、３学期

はない。１学期中間は４日間（２，３年は５日間）

で、１週間前から職員室は立ち入り禁止になり、授

業の雰囲気も考査モードに切り替わる。時間割は教

室掲示され、試験範囲は各科目によって発表の方法

などは異なる。正当な理由なく受験しなかった場合

は０点扱いとなるので、注意が必要。考査終了後２

週間以内に「個人成績表」が手元に届く。 

［その４］歌舞伎鑑賞会(かぶきかんしょうかい) 

 毎年６月中旬に実施されている、１年生だけが参

加する文化行事。場所は中央区大倉山の神戸文化ホ

ール（大ホール）。当日は午前中３限まで授業を受け

た後、各自で移動して１４時から約２時間の解説「歌

舞伎への案内」＋公演を鑑賞する。 

 本年は「平家女護島 俊寛 鬼界ヶ島の場」が予定

されている。平家打倒を謀った罪で南海の孤島に流

された主人公の姿を巧みに表現した作品で、世界に

誇る日本の古典芸術を体感できる滅多にない機会。

当日はじっくりと本物の舞台を楽しみましょう。 

編 集 後 記 

あれよあれよという間にゴールデン・ウィークも過ぎ去

り、いよいよ定期戦が目前に迫りました。春は２年連続の

“雨”定期戦ですが、今年は晴れそうです。（あ～ヨカッ

タ！）今回から生徒の原稿を中心に編集しています。協力御

礼。 

原稿送付メールアドレスは、以下のとおりです。 

Ｅ-mail：ｈｙｏｇｏ６７＠ｇｍａｉｌ．ｃｏｍ 


